
自然科学的分析

SE Si

Fe Al

Ti Ca

P K

S O

TOY生 lo_2

O Na20 MgO A1203 Si02 P205 S K20 CaO Ti02 MnO FeO Zr02 V203 TOTAL
0121 1550 0,430 32926 0535 0322 0553 66.566 0058 104084

0538 3,724 36921 0092 3627 2258 50.014 0086 0061 102024

Photo.28刀 子 (TOY‐10)鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値 (× 2,000縮小0.7)
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I 五社遺跡 。開諄大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査
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ξ:IS鷲坪ii !常 1:冨ここ

Al

Ti Ca

0 Mg

K

TOY■ 1

O Na20 MgO A1203 Si02 P205 S K20 CaO ¬02 MnO FeO Zr02 V203 TOTAL

0045 2423 3394 0,057 29454 1031 57002 4188 102692

1040 1404 10507 37011 0022 5149 3096 11792 0.289 30,737 0602 0.163 101 904

Photo.29刀 子 (TOY‐11)鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値 (× 1,000縮小0。7)
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自然科学的分析

SE Si

Fe

れliI二尊■

Al

Ti Ca

Na WIg

O K

TOYl12-1

O Na20 MgO A1203 Si02 P205 K20 CaO イi02 MnO FeO Zr02 V209 TOTAL

11880 53.768 0179 0037 6462 4618 1068 15,150 0585 0.374 101.466

Photo.30刀 子状 (TOY-12)鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値 (× 1,500縮小0.7)
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I 五社遺跡 。開帯大滝遺跡・石名田本舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

SE

rr 九ア  メ́２８ザ

Si

Fe O

TO子 12-2

O Pb Na20 MgO A1203 Si02 P205 S K20 CaO Ti02 MnO FeO Zr02 V203 TOTAL

27 0266 0032 0099 0012 101.02C 101608

28 0871 0071 29680 0752 0937 0080 68997 101806

Photo.31刀 子状 (TOY-12)鉄中非金属介在物の特性X線像と定量分析値 (× 1,500縮小0.7)
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自然科学的分析

TOY‐2 鉄鍋  ×10

∞ Y‐9 鎌 ×10

TOY3  ×10
亜鉛製飾り金具

TO半11 刀子 ×10

Photo.32マクロ組織

整θ



O〕 TO半22

炉壁

①×100 炉壁胎土

粘土鉱物十石英破片

②①×10000× 400
ファイヤライト十ガラス質スラグ

99 TO半23

羽口先端溶融物

①×100

ガラス質1宰とマグネタイト

⑦×100①×400
ガラス質滓中の砂鉄粒子

I 五社遺跡・開稀大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製
『
Iの金属学的調査

Photo.33鉄滓と炉壁溶融物の顕微鏡組織

5θ



自然科学的分析

241 TOY 24

羽口先端溶融物

①×100 平均的組織

暗黒色ガラス質スラグ

②×100③×400

ガラス質滓中の微小マグネタイト

90 TO子25

羽口先端溶融物

④×100

暗黒色ガラス質スラグ

⑤×100⑥×400

ガラス質滓中のマグネタイト

⑦×100①×400

ガラス質滓中のマグネタイト

Photo.34羽口先端溶融物の顕微鏡組織
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I 五社遺跡・開群大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

Photo.35鉄滓の鉱物組成

52
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1 五社遺跡。開蒋大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

Fig.1 庖丁 (TOY‐1)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.12と 対応)

Sample

|

Fig.2 庖丁 (TOYnl)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.13と 対応)
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自然科学的分析

(TOYⅢ2)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.14に 対応)

同g.4 亜鉛製飾り金具 (TOY‐3)のコンピュータ…プログラムによる高速定性分析結果 (Photo.15に 対応)
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I 五社遺跡・開群大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

Fig.5 亜鉛製飾り金具 (TOY‐3)鉄中非金属介在物のコンピュータ…プログラムによる高速定性分析結果 (Photo。 15に対応)
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日g.6 刀子 (TOY‐牛1)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.16に 対応)
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自然科学的分析

Fig.7 刀子 (TOYい牛2)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.17と 対応)

F咆.8 刀子 (TOY‐5)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.18と 対応)
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I 五社遺跡・関諄大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

日g.9 刀子 (TOY‐5)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.19と 対応)

Rg,10 刀子状 (TOY‐6)鉄中非金属介在物のコンピュ…タープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.20と 対応)
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自然科学的分析

日gil l 刀子 (TOY‐ 7…1)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.21と 対応)
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Hg.12 刀子 (TOY… 7‐2)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.22と 対応)
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I 五社遺跡。開諄大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

Hg.13 刀子 (TOY‐8)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.23と 対応)

日g.14 刀子 (TOY‐3)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.24と 対応)
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自然科学的分析

日gi1 5 鎌 (TOYⅢ9)鉄中非金属介在物のコンピュータエプログラムによる高速定性分析結果 (Photo.25と 対応)

Hg.16 鎌 (TOY‐9)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.26と 対応)
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I 五社遺跡 。開群大滝遺跡 。石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

Fig,17 刀子 (TOY‐10)鉄中非金属介在物のコンピュータ…プログラムによる高速定性分析結果 (Photo.27と 対応)

日g.18 刀子 (TOY‐10)鉄中非金属介在物のコンピュ…タープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.28と 対応)
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自然科学的分析

同g.19 刀子 (TOY‐11)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.29と 対応)

刀子 (TOY…11)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.29と 対応)
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I 五社遺跡・開帯大滝遺跡・石名田木舟遺跡出土鉄製品の金属学的調査

尉g.21 刀子状 (TOY…12)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photo.30と 対応)

日g.22 刀子状 (TOY‐12)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (Photoi31と 対応)
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Ⅱ 開群大滝遺跡の種実同定結果報告
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

開存大滝遺跡は,小矢部市と福岡町の境界付近にある遺跡で,砺波山丘陵と庄川の扇状地とに挟ま

れた沖積地に立地する。本遺跡では,中世,近世の各遺構面から,様々な遺構・遺物が検出されてい

る。今回分析対象とするのは,主に中世の遺構などから出上した種実遺体である。これら種実の種類

を知り,当時の植生や生業に関する情報を得ることを本調査の目的とする。

1.試料

試料には,炭化したものと炭化していないものがあり,Hf20ケ
ースである。各試料の詳細に関しては,表 1に まとめて記す。

2.方法

双眼実体顕微鏡を用いて,その形態的特徴から種類を同定する。

同定した種実は,種類毎に瓶に入れて,保存する。

表 1 種実同定資料一覧
番号 遺構名 出土地点 日 付

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

S貶 157

SK2403

SD6

SK12

SKttЭ 0

SK726

SK838

SK879

SK1217

SX4018-1

S�018-16

SX4018-20

SX4018-25

SX4018-37

SX4018望 0

SX4018 47

SX4018-49

SX4019

SP4038

SP4087

35KO― A

35KO― A

35KO― C

35KO―C

35KO―C

35KO―C

35KO―C

35KO―C

35KO― C

35KO―D

35KO―D

35KO― D

35KO― D

35KO― D

35KO― D

35KO― D

3KO―D

3KO―D

35KO―D

35KO―D

931208

931202

930804

930727

931210

931129

931202

931207

930802

930729

930730

930804

930805

930805

930805

930805

930809

930810

930920

3。 結果

結果を表 2に示す。以下に,検出された種類の形態的特徴を示す。

・コナラ亜属 (⑫erctt subgeno Lep」iJ励 胚 sp。 )
ブナ科コナラ属

殻斗の破片が検出された。褐色で大きさは411ul程度。半球状で,

内部には「座」が存在する。総雹片は,瓦状に配列し,互いに癒着しているため堅い。

・コナラ属 (oycrctt sp.)ブナ科

炭化した子葉が検出された。大きさは l cm程度。楕円形で,半分に割れている。表面には維管束の

跡が筋状に残る。

・サ ンシ ョウ 骸効 触αノ岡呼孝口れ阿 DC.)ミ カ ン科 サ ンシ ョウ属

果実が検出された。黒褐色,楕円形で大きさは4 mal程度。表面には,浅い不規則な網目模様がみら

れる。

・ブドウ属 (Иtt sp.)ブ ドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは511al程度。心臓形。腹面には中央に縦筋が走り,その両脇には,

精円形の深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそ」があり,「へそ」の回りは

くぼんでいる。

・カキ (D」i9sP/ros胞臆 Thunb.)カ キノキ科カキノキ属
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Ⅱ 開帯大滝遺跡の種実同定結果報告

表 2 種実同定結果
種  類

言式*半君争号    1   2   3   4   5   6   7   8   9   10  11   12  13  14  15  16  17  18  19  20

木本類

ヨナラ亜属

コナラ属

サンショウ

ブドウ属

カキ

―

  -  1

-  -  1

1  1  -

―  -  3

- -  2 2   25

1  -

2   61

―

 -  1

4   3   - -  1  9

１

　

一
　

一
　

一
　

一
　

１

　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

３

　

一
　

一
　

一
　

３

　

一
　

一

７

　

一
　

一
　

３

　

一
　

一
　

一
　

３

３

１

一
　

一
　

一
　

１

　

一
　

一
　

一
　

１

２２

　

一

１

　

一
　

一
　

４

　

一
　

一
　

一
　

２

２８

　

一

２

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１

４

　

一
　

一
　

一
　

３

　

一
　

一
　

３

　

一
　

一

９

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

５

３

　

一
　

一

８

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

８

　

一
　

一
　

一

1

５

一

一

一

一

一

２

７

２

一

６

一

１

一

一

一

一

１

一

一

2 1  -

4   5

10   3

3  -

1   12

1   25

1   2

1   16

-  1

1  -

-  1

17

革本類

イネ

ヒエ

オオムギ

ホタルイ属

アサ

タデ属

マメ類

メロン類

ヒョウタン類

トウガン

合  計 2   17  11   17   4   18   16  22  13  28  35  24  20  67   6   21   10   3   40  10

不  明 一 ― ― 一 ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― -1-一 ―

昆  虫 ____一
―

十
一

~~~~1-―
― ― ― ― 一

種子が検出された。種子は黒色で,大きさは1.5cm程度。半月形で偏平。一端にへそがある。種皮は

薄く,やや堅い。

・イネ (Or/z2認江瑠 L。 )イ ネ科イネ属

炭化した胚乳が検出された。大きさは 51111程度。楕円形であるが,胚の痕跡部分が欠けたように見

える。表面には,数本の筋がみられる。

・ヒエ 修漑腕οcr2r02 σ胚_FarFli Beauv。 )

炭化した穎が検出された。楕円形で,大きさは1.5111m程度。アワ。ヒエ・キビなど雑穀類の種実は,

同定が難しく,これらの識別に関しては,穎表面の観察が必要になる。本来なら一部抽出して,電子

顕微鏡による観察を行うところであるが,処理中に1個体しかないものが破損しないよう,双眼実体

顕微鏡を高倍にして観察した。その結果,長細胞の側枝が波打ち,縦に比べて横方向に長かつたこと

から,既存の成果 (松谷,1980:Wttanabe,1970)を考慮してヒエとした。

・オオムギ (IroF」 eEPn И薙河θL。 )イ ネ科オオムギ属

胚乳が検出された。炭化しており,大きさは 6 1nlll程度。紡錘形で,先端部は尖り,基部は九い。片

側には 1本の深い溝があり,その反対側の基部には胚の痕跡があり,ま るくくぼむ。

・ホタルイ属 (Scり22s sp.)カ ヤツリグサ科

果実が検出された。黒色。堅く光沢がある。大きさは 2 Hull程度。偏平で背面が高く,稜になってい

る。腹面は平らである。平凸レンズ状の広倒卵形。先端部は尖り,基部はせばまって「へそ」がある。

表面には細かい凹凸があり,横軸方向に平行な横しわがあるように見える。

・アサ (attβtts w√盟 L。 )ク ワ科アサ属

種子が検出された。灰褐色で楕円形。大きさは 5 11un程度。縦に全周する稜があり,下端におおきな

「へそ」がある。表面は薄くて堅く,ややざらつく。

・タデ属 (PoFygop1/m sp。 )

果実が検出された。大きさは 2 HIEl程度。3稜形で表面は薄くて堅く,光沢がある。

・マメ類 (Leguminosae sp.)

鉗



自然科学的分析

炭化した種子が検出された。大きさは 4 mll程度。偏平な楕円形で,側面に縦長の「へそ」が存在する。

・ヒョウタン類 ●観"励 sp。 )ウ リ科ユウガオ

種子が検出された。大きさは1.5cm程度。褐色で肉厚。縁は肉厚で,盛 り上がっている。表面は厚く,

柔らかく弾力があり,ざらつく。

・メロン類 (Gyθ� sttero L。 )ウ リ科キユウリ属
種子が検出された。大きさは 7 11ull程度。側面観は精円形,上面観はやや偏平な楕円形。表面は比較

的平滑。

・トウガン (Benhcasa hispida Cogn。 )ウ リ科トウガン属
種子が検出された。種子は褐色。長さ12HIll程度。長楕円形をしており,種度は厚くやや堅い。上端

に明瞭なへそがある。縁に段差があり,薄 くなっている。

4.考察

今回検出された種実をみると,栽培のため渡来したもの,周囲の山野で採取可能な有用植物,遺跡

周辺に生育していたと見られる木本 。草本類に分けられる。

栽培種ならびに栽培のために渡来した種類は,カ キ,イ ネ,オ オムギ,ヒエ,アサ,マメ類,メ ロ

ン類,ヒ ョウタン類, トウガンがある。これらは当時栽培され,利用されていたものと考えられる。

中世の遺跡では,遺構から多くの栽培植物の種実が得られることがあり,当時の生業を知る上で,重

要な情報 となる。その例 として,中 世広島県の草戸千軒町遺跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会

社,1995a,1995b)や奈良県の箸尾遺跡 (金原,1994),東京都の葛西城 (橋本,1993)な どがあげられる。

今回得られた種類は,これらの遺跡でも検出されており,いずれの種類も広 く栽培が行われていたこ

とが示唆される。一方,周囲の山野で採取可能な可食植物としては,コ ナラ属,サ ンショウ,ブ ドウ

属がある。

また,周囲に生育していたと思われる木本類には,ナラ類,サ ンショウ,ブ ドウ属,ホ タルイ属 ,

タデ属力Sあ る。これらはいずれも,遺跡付近に生育していたものと思われる。
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Ⅱ 開諄大滝遺跡の種実同定結果報告

図版 1 種実遺体

1.コナラ属 (試料番号5)

4.マメ類 (試料番号7)

7.メ ロン類 (試料番号2)

10。アサ (試料番号9)

13.ホ タルイ属 (試料番号19)

2.コ ナラ亜属 (試料番号8)

5。 ヒョウタン類 (試料番号13)

8.ブ ドウ属 (試料番号3)

11.イ ネ (試料番号6)

14.ヒ エ (試料番号6)

41xm

ー
(1‐7)

2mm

ー
(8-12)

lmm

ー
(13‐ 15)

3.カ キ (試料番号9)

6.ト ウガン (試料番号13)

9.サ ンショウ (試料番号10)

12,オ オムギ (試料番号3)

15.タ デ属 (試料番号9)
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Ⅲ 富山県開辞大滝遺跡出土漆製品の科学的分析
漆器文化財科学研究所 四 柳 嘉 章

1,は じめに

開諄大滝遺跡は小矢部川右岸平野部に立地し,石名田木舟遺跡などとともに,中世では1586年の天

正地震で埋没した木舟城の城下町遺跡に比定されている
1)。 ここからは小札を主とした漆製品が出土

しており,武具の漆工技術を探るうえで重要な知見が提供された。以下その概要を報告する。

2.分析方法

漆器は階層や価格に応じた各種の製品が生産され,その品質や製作技法が考古学的には所有階層復

元の手がかりとなる。この品質差は材料や技術的側面から評価する場合,肉眼による表面観察では使

用や廃棄後の劣化を含めた表面の塗りと加飾部分でしか判断できず,それも専門的な経験に左右され

る。したがってこの塗膜の下に隠された情報は,塗膜部分によって引き出される。

塗膜分析は漆器の内外面数箇所から数almの塗膜片を採取し,ポ リエステル系樹脂に包埋後その断面

を研磨のうえプレパラートに接着し,さ らに研磨を加えて (#100～3000),金属・偏光顕微鏡で観察す

る方法である。サンプルである手板試料と比較検討しながら採漆や下地材料の同定を行うが,これに

よって表面観察ではわからない時代的,地域的,製品別による旅漆の特色などが把握できるので,遺

跡における所有階層の推定やデータが集積されれば製品の流通問題にも迫ることができる。しかし顕

微鏡観察だけでは間接的であるため,塗料や赤色顔料の直接的な分析は,フーリエ変換赤外分光光度

計 (FT/1R)を 用いた。

なお,本稿で用いる用語については基本的には漆工用語に従うが,意味が曖味で誤解をまねくもの

については,以下のように規定して使用している。

①赤色漆  赤色の顔料である朱やベンガラが未同定の場合には「赤色漆Jを使用し,同定済みは「赤
色 (朱)漆」などと表記する。よく使われる「赤漆 (あかうるし)」 は「赤漆 (せ きしつ)」 との混同

をさけるために用いない。内外面とも赤色漆の場合は「総赤色漆」,同定できた場合は「赤色 (朱 )

漆」,あ るいは慣例による「総 (惣)朱」「皆朱」「朱漆器」を用いることもある。

②黒色漆  黒色の顔料である炭素粒子や鉄系化合物粒子などを含むものを「黒色漆」,ま ぎらわし
いが黒色顔料を含まないものを「黒色系漆」として区別する。なぜならば「黒色系漆」においては,

黒色顔料を含まずとも漆自体の表層が茶黒色に変質することと,さ らに下地色を反射して肉眼では黒

色に見えるからである。近年の筆者の調査では古代以来こうした方法が一般的と考えられるので,技

術や材料化学の上からも両者の区別が必要である。未同定の場合は,は じめに「黒色漆 (未同定)」 と

ことわる。内外面とも黒色漆の場合は「総黒色漆」,同 じく黒色系は「総黒色系漆」 (慣例による「総

(惣)黒」は両者を含んだものである),内面赤色タト面黒色は「内赤外黒色漆」,同 じく「内赤外黒色

系漆」とする。赤色顔料が同定されている場合は「内朱外黒色漆」あるいは「赤 (ベ ンガラ)外黒色

漆」,「内朱」でもかまわない。

③下地の分類  一般の粗い鉱物粒子を用いたものは「地の粉漆下地」,珪藻土使用は「珪藻土漆下

7ど



Ⅲ 富山県開群大滝遺跡出土漆製品の科学的分析

地」,よ り細かい砥の粉類似は「サビ漆下地」(この類いは基本的には近世以降にみられる),炭かを用

いたものイよ「炭粉漆下地J,柿渋を用いたものは「炭粉渋下地」とする。

3.分析結果

光学顕微鏡による塗膜分析  今回分析を行った漆器や漆塗武具類は,本体がすでに保存処理に出

されているため全体の観察はできなかった。したがって通常記述する器形・表面観察の項は割愛する。

しかし,富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所から写真および一部実測図が提供されているので,

小結において引用することにしたい。分析番号は埋蔵文化財調査事務所の記録番号である。

以下の塗装工程の解説は木胎 (木地)か ら順に番号 (①～)を付して説明する (木胎への木固め工

程の記述は省略)。 層厚は1資料につき内外面各3点 を分析したものの平均値であり,必ずしも図版の

スケールとは一致しない。なお,以下の報文中,最後の工程である上塗り漆の項で「表層変質」とあ

るのは,時に誤つて「黒色着色層」と報告されるが,黒色顔料が含まれているわけではなく,空気と

常に接触する上塗り漆の表層には多糖―糖タンパクーウルシオール成分の層があり,酸化して茶褐色

ないし茶黒色に変質している。すなわちこの表層が酸化劣化防止層となって強い塗膜が形成されるわ

けである。なお,赤色の表現7.5R 5/11は ,マンセル値つまり三属性による表示である(7.5Rは色相,5

は明度,11は彩度)。

◇資料番号9(図版なし,第 14図)  椀 (内赤外黒色系,SK2403,中世)
内面①炭粉渋下地層。層厚88～ 220μ m。 表層 5μmが分離。えか粒子は各所に針葉樹の木口組織を

とどめるやや粗い破砕工程。②漆層。層厚は薄く7 μm前後。③赤色 (朱)漆層。層厚12 μm。 朱粒子

は長径 2～ 4 μmの精円,多角形粒子が全体に粗く分散し,こ の間を0.5μm以下の微粒子が埋めている。

◇分析呑号10(図版 1,第 8図)  椀 (内赤外黒色系,SK 8,中世)
内面①炭粉渋下地層。層厚171 μm。 炭粉粒子は2× 8～ 17μmの針状粒子が主体。②赤色 (朱)漆

層。層厚17μm。 朱粒子は長径2～ 4 μmの楕円,多角形粒子が全体に粗く分散し,こ の間を0.5μm以

下の微粒子が埋めている。

外面①炭粉渋下地層。層厚74μm前後。表層 7μmが分離。炭粉粒子は内面に同じ。②漆層。層厚

15μm前後。表層 5 μmが変質。

◇分析番号11(図版1,第31図)  椀 (総赤色,中世)
内外面①地の粉漆下地層。層厚200μm前後。地の粉は石英,長石,有色鉱物からなる。②漆層。層

厚12μm前後。表層 3 μm前後が変質。③漆層。層厚12 μm前後。表層 3 μm前後が変質。④赤色 (朱 )

漆層。層厚14μm前後。④赤色 (朱)漆層。層厚 5～ 17μm前後。朱粒子は長径2～ 3 μm前後と0.5μm

以下の楕円形や多角形粒子からなる。

◇分析番号45(図版 1,第 31図 )  小札 (中世)
外面①漆層。層厚15μm前後。②漆層。層厚19～ 49μm前後。③地の粉漆下地層。層厚73 μm前後。

④漆層。層厚34μ m前後。(地固めとしての漆層)。 地の粉は石英,長石,雲母などの有色鉱物からな

る。⑤地の粉漆下地層。層厚100 μm前後。⑥漆層。層厚122 μm前後。明確ではないが3回 ほどの塗り

重ねがみられるようである。表層29μmが変質。

内面①地の粉漆下地層。層厚200μ�前後。地の粉は石英,長石,有色鉱物からなる。②漆層。層厚

10μm前後。表層 2 μmが変質。③漆層。層厚10μm前後。表層 2 μmが変質。
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◇分析番号46(図版 1・ 2,第 14図)  小札 (SK2403,中 世)
外面①漆層。層厚882 μm前後で,全体に薄く15層前後の塗り重ねがみられる。②地の粉漆下地層。

層厚100 μm前後。表層の漆分離は24μ m前後である。地の粉は石英,長石,雲母などの有色鉱物から

なる。③漆層。層厚49μm前後。④漆層。層厚34μ m前後。⑤赤色 (朱)漆絵層。層厚10～ 60μm。 朱

粒子は長径 1～ 2 μm前後と0,5μm以下の楕円形や多角形粒子からなる。マンセル値は9R 3.5/8.5

(赤錆色)。

◇分析番号47(図版2,第 14図)  小札 (SK2403,中 世)
外面①漆層。層厚215～ 470 μm前後で,15～ 20層の塗り重ねがみられる。②黒色漆層。層厚24μm。

0.5μm以下の微細な黒色粒子 (油煙または松煙)が沈殿している。③漆層。層厚42μmo ④漆層。層

厚10μmo ⑤地の粉漆下地層。層厚は凹凸が著しく117～ 568μm前後である。地の粉は石英,長石,有

色鉱物からなる。⑥黒色漆層。層厚30μmo ⑦黒色漆層。層厚56μmo ③漆層。層厚24μmo ⑨漆層。

層厚24μmo ⑩黒色漆層。層厚24～密μm。 表層 7 μmが変質。①黒色漆層。層厚29μ m。 表層 7 μmが

変質。(①黒色漆層以外の黒色漆層においてはその濃度は薄い)。

◇分析番号48(図版2,第 14図)  小札 (SK2403,中 世)
外面①漆層。層厚24μm前後。②漆層。層厚24μm前後。③地の粉漆下地層。層厚49～ 200μm前後。

地の粉は石英,長石,有色鉱物からなる。④漆層。層厚24μm前後 (地固めとしての漆層)。 ③地の粉

漆下地層。層厚88～ 220 μm。 地の務は石英,長石,有色鉱物からなる。③黒色漆層。層厚24μm前後。

O.5μm以下の微細な黒色粒子 (油煙または松煙)が全体に均―に分散。⑦漆層。層厚30μm前後。表

層10μmが変質。

◇分析番号49(図版3)  小札 (中世)
表面①炭粉漆下地層。層厚147～ 200 μm。 炭粉粒子は5×密μm程度の棒状粒子や針葉樹の木口組織

を各所にとどめるなど,椀皿類下地の倍以上の粗さである。②漆層。層厚37μm前後。③漆層。層厚

37μm前後。④漆層。層厚49μm前後。⑤赤色 (朱)漆絵層。層厚47～ 88μm。 朱粒子は長径2～ 3 μm
と0.5μm以下の楕円,多角形粒子が均―に分散している。マンセル値は9R 3.5/8.5(赤 錆色)。

◇分析呑号50(図版3,第 62図 )  小札 (SK7,中世)
表面①漆層。層厚 7 μm前後。②漆層。層厚7～ 56μmo ③地の粉漆下地層。層厚294μm前後。地の

粉は石英,長石,有色鉱物からなる。④漆層。層厚29μm前後。⑤漆層。層厚29μm前後。⑥地の粉漆

下地層。層厚100μm。 地の粉は石英,長石,有色鉱物からなる。⑦漆層。層厚50μm前後。③漆層。

層厚66μm前後。表層12μmが変質。③漆層。層厚61μm前後。⑩赤色 (朱)漆絵層。最大層厚39μm。

朱粒子は長径2～ 4 μmと 0,5μm以下の楕円,多角形粒子が均―に分散している。マンセル値は4R
4/11(朧脂色)。

◇資料番号12(図版4,第 154図)地崎遺跡出土品  椀 (内赤外黒色系)
内面①炭粉漆下地層。層厚は73～ 147μm。 表層 7 μmが分離。炭粉粒子は2～ 3× 24～ 30μmの針状

粒子と長径3～ 5 μmの楕円形,多角形粒子が主体。部分的に針葉樹の木口組織をとどめる,やや粗
い破砕工程。②赤色 (ベンガラ)漆層。層厚20μm前後。ベンガラ粒子は長径0.5μm以下の均―な楕

円形や多角形粒子からなる。

赤外分光分析  漆液の同定については,赤外線 (普通赤外波長2.5～25μm,波数4000～ 400cm l)
を固有の振動をしている分子に波長を連続的に変化させて照射して,分子構造を解析するフーリエ変

換赤外分光法 (FT/1R)を 用いた。測定機器は日本分光製W/1R420。 試料は2 mgを採取しKBr
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自然科学的分析

(臭化カリウム)100哩をメノウ鉢で磨り潰して,こ れを錠剤成形器で加圧成形したものを用いた (錠

剤法)。 条件は分解能4cm l,積算回数16,アポダイゼーション関数 Cosine。 こうして測定した49と

50の上塗漆の赤外線吸収スペクトルを図1に掲載したが,縦軸は吸光度 (Abs),横軸は波数 (カ イザ

ー)である。

図1には漆同定の比較サンプルとして,現在の朱合漆 (乾性油を混ぜて顔料となじみやすくしたもの。

光沢がでるようになやしに時間をかける。1994年作成)と黒色 (鉄)漆 (上塗,1994年作成)の基準

データを加えたものである。一見して49と 50の全体の吸収は基準データに近似したものであることが

知られ,3422cm l、 2925cm l,2850cm l、 1650～ 1620cm l(塘 タンパク),1465cm l(活性メテレン基),1280

cm l(フ ェノール),1070～ 1030cm l(ゴム質)の一致からみて漆と同定される。

4.小 結

富山県小矢部川右岸の平野部に立地する開諄大滝遺跡は石名田木舟遺跡などとともに,中世では

1586年の天正地震で埋没した木舟城の城下町遺跡に比定されている。漆製品は中世では SK2403か ら

椀 2点 とともに小札が約20cm四方の固まりで検出されている(図 2)。 この他椀皿類 8点が井戸などか

ら良好な状態で出上した。これらのうち近世椀 1点,中世椀 2点,小札 6点の分析を行った。椀のう

ち皆朱漆器 (総赤色)の■は地の粉 (鉱物粒子)漆下地の上質品であり,他は渋下地であるが上塗り

は朱漆であり,みかけは上質品といえる。考古学的観察については,三島道子氏によって報告されて

いるので参照願いたい
2)。

今回の報告では分析事例の少ない小札の標漆 (塗装工程)について,要点をまとめておくことにし

たい。分析はSK2403か ら3点 (46～48),SK7が 1点 (50),その他 2点 (45。 49)である。一括の46

～48であるが,すべてに地の粉 (鉱物粒子)漆下地を有することは共通しているが,これ以外の工程

は若干異なった部分もある。47と 461ま最初に15層前後の漆を薄く塗り重ねた後,地の粉漆層を1層塗

る点までは共通しているが,47ではこの前後に黒色漆層 (油煙または松煙を含む)を数層挟むことが

特色である。50は地の粉漆下地が 2回つまり二辺地のもので,さ らに3層の漆塗りが加わる。二辺地

としては45や 48と 共通し,黒色漆層を挟まない点では45に より近い。49は下地が地の粉 (鉱物粒子)

ではなく,炭粉漆下地という珍しい例である。

なお1層 とは漆塗り1回の意味ではなく,顕微鏡で確認できる境目のない漆層は1層 ということで

あり (あ まり時間をおかずに数度塗り重ねた場合は確認できないことがある),1層が厚い場合は数度

の塗りが行われている。下地の場合は明確な漆層による地固めが観察できるものは,一辺地,二辺地

として区別している。

これらの小札は肉眼では黒色に見えるが,黒色顔料による黒色漆層を塗り重ねたSK2403グ ループ

とその他のグループに大別できる。これらの黒色漆の表面には朱漆による漆絵 (花紋)が加飾されて

いるが,その他のグループにおいても花紋の意匠は同じであるが,45は 491こ比べてかなり粘調な漆が

用いられるなど,採漆の違いが加飾にも現われている。sK2403グ ループは詳細に検討できないが,そ

の他のグループとは意匠や発色が異なっているようである。小札の胎 (素材)についてはこれら全体

を実見していないので草か鉄かの判別ができない。しかし,鉄はわりに漆に付着して残存しているこ

とが多いのであるが,こ こではきれいに剥離しており草の可能性がある。今後の検討をお願いしたい。

鎧 (小札)の分析事例はあまり多くないが,新潟県新発田城の例では鉄胎に漆 1層の後,朱漆が 1
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Ⅲ 富山県開群大滝遺跡出土漆器製品の科学的分析

~SK4034土
1 2SY41i費仄色砂賓カレト(炭 21%)  0 5YR3/1黒 褐を絡土質シ′イ (茫切越体多)
25Y41i 仄色ψ質工 (植初E4ケ)  625散 夕1黒色シルト(炭化初驀)
3 ,拗 /2 オリーブ黒色シ湊  (炭 10銘 )  75Y5, 仄オリーブ砂質ンルト
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自然科学的分析

層ないし2層施されたもので,朱粒子は粗い破砕工程のものであった3)。 青森県七戸城例では鉄胎に

漆 1層 の後,朱漆が 1層あつた4)。 これからみれば開群大滝遺跡例は実に丁寧な工程が取られたもの

といえよう。また建物に付属する SK2403か らの出土は特殊な性格が付与されたものか,他の共伴遺

物を含めて興味ある事例といえる。共伴の漆器は筆者の編年では16世紀 (Ⅸ期)の 3段階 (16世紀後

半～末)に相当する5)。

小札など武具類には金属の防錆用として焼付け漆による高温硬化法が用いられ,すでに奈良時代に

は行われていたことが,天平宝字 4(760)年 の「造金堂所解」 (請漆の状)の「二合銀四口久佐利焼塗

料,一合堂飛炎木後釘千六百七十二隻焼塗料」から知られる
6)。 この焼付け漆による高温硬化法は,50℃

以上になると失活したラッカーゼ (酸化酵素)が100℃以上の高温加熱によって再びウルシオールの酸

化重合が短時間に促進されるという,金属に対する付着性のよさを応用したものである。この方法は

中世では武具類に盛んに用いられ,南北朝期には刻手下地による「盛上小札」が出現するといわれて

いる7)。 しかし科学的に追求されたデータは少なく,今後の課題として残されている。その意味でも

開書大滝遺跡の事例は貴重なデータといえよう。

本稿作成に当たっては富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所から,何かとご便宜をはかってい

ただいた。厚 く御礼申し上げる。

註
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自然科学的分析

漆器塗膜層断面顕微鏡写真
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自然科学的分析

漆器塗膜層断面顕微鏡写真
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Ⅳ 樹種鑑定報告書
働元興寺文化財研究所

1,樹種鑑定の概要

樹種の分類は,花,果実,葉など種ごとに分化の進んだ器官の形態に基づいている。遺物の樹種鑑

定は木材の組織の観察をすることにより行うが,木材組織は樹種ごとの分化が進んでいない。組織上

大きな特徴を有する樹種を除き,同定できない場合がある。樹種の同定が困難な場合は,科・属・節。

類名で表した。

*科・属・節・類名は主に原色日本植物図鑑の分類による。

2.切片作製

カミソリの刃で遺物をできるだけ傷つけないように注意しながら,木材組織の観察に必要な木口面

(横断面),柾目面 (放射断面),板目面 (接線断面)の 3方向の切片を正確に作製した。

半数力所の試料採取を行った遺物については別紙を参照してください。

3.永久プレパラート作製

切片はサフラニンで染色後,水分をエチルアルコール, n― ブチルアルコール,キ シレンに順次置

換し,非水溶性の封入剤 (EUKITT)を 用いて永久プレパラートを作製した。

4.同定方法

針葉樹については,早材から晩材への移行,樹脂道の有無,樹脂細胞の有無および配列,ラセン肥

厚の有無,分野壁了しの形態等,広葉樹については道管の大きさや配列状態および穿孔の形態,柔組織

の分布や結晶細胞の有無,放射組織の形態等を生物顕微鏡で観察し,種または属,科を同定した。

5。 顕微鏡写真撮影

木口面 (C)イよ30倍,柾目面 (R)イよ広葉樹100倍 。針葉樹200倍,板目面 (T)イよ50倍で撮影した。

鬱



自然科学的分析

開群大滝遺跡木製品樹種

保存処理番号 挿図番号 種  類 材 質 備 考

141 F, 底板 ヒノキ

”
生 46 底板 ヒノキ

143 ′j′ 底板 ヒノキ

144 必32 底板 ス ギ

145 /′ / 蓋 ヒノキ

146 」θ∂ 蓋 ヒノキ

刀
仕 必 姿椀 ブ ナ

148 必 漆椀 ケヤキ

149 フY 漆椀 ブナ

漆椀 ブナ

う 漆椀 ブ ナ

p 漆椀 ブ ナ

々 漆椀 ケヤキ

ワ′ 漆椀 ブ ナ

22 漆椀 ブ ナ

5′ 漆椀 ブナ

157 2′θ 漆椀 ブ ナ

158 26♂ 漆椀 ブ ナ

Fぢ2 漆椀 ブナ

じ 漆椀 ブ ナ

′jθ 漆椀 ブ ナ

25θ 漆椀 ブナ

2′′ 漆椀 ケヤキ

164 ′てテ老r 漆椀 同定不可 試料採取不可能

2′2 漆椀 ケヤキ

′σθ 櫛 ばら科ナシ亜科 ばら科ナシ亜科に属する樹種 ナナカマド,ザ
イブリボク ,カマツカ等

徳 しゃもじ ヒノキ

f5び しゃもじ ヒノキ

傷 下駄 ヤナギ類

ぢθイ 下駄 ニガキ

′jア 下駄 二葉松類 二葉松類に属する樹種 アカマツ ,ク ロマツ等
181-1 7, 曲物 底板 ) ヒノキ

181-2 ′ぢ 曲物 側板 ) ヒノキ

182-1 ′イ 曲物 底板 ) ヒノキ

182-2 ′イ 曲物 側板 ) ヒノキ

183 ′j∂ 曲物 ヒノキ

184 じ2∂ 曲物 ヒノキ科 (ヒ ノキ ?) ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ )ア スナロ ,サ
ワラ ,ネズコ

イア 桶 スギ

185-b ク 桶 スギ

185-c ク 桶 ス ギ

5ア 桶 二葉松類 葉松類 こ属する樹種 アカマツ ,ク ロマツ等
186-b 5/ 桶 二葉松類 棄松類 こ属する樹種 アカマツ ,ク ロマツ等
186-c 身 桶 二葉松類 葉松類 こ属する樹種 アカマツ ,ク ロマツ等

187-a フ 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ ,サ
ワラ ,ネズコ

187-b 密 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,ア スナロ ,サ
ワラ ,ネズコ

187-c 寓 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ,サ
ワラ .ネ ズコ

188-a ぢ2び 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,ア スナロ ,サ
ワラ,ネズコ

8∂



Ⅳ 樹種鑑定報告書

保存処理番号 挿図番号 種  類 材 質 備 考

188-b ν び 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ,サ
ワラ,ネズコ

188-c ク び 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ ,サ
ワラ,ネズコ

188-d 」2び 桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ ,サ
ワラ,ネズコ

189-a ′47 手桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ,サ
ワラ,ネズコ

189-b ′47 手桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ ,サ
ワラ,ネズコ

189-c ′イア 手桶 ヒノキ科
ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ ,アスナロ ,サ
ワラ,ネズコ

190 刀 柱 不ムノキ

′46 柱 ニガキ

′イ′ 建築材 二葉松類 二葉松類に属する樹種 アカマツ ,ク ロマツ等
192-b ′密 建築材 二棄松類 二葉松類に属する樹種 アカマツ ,ク ロマツ等

192-c ′つ 建築材 コナラ節
コナラ節に属する樹種 カシワ ,コ ナラ ,ミ ズ
ナラ等

192-d ′つ 建築材 コナラ節
コナラ節に属する村種 カシワ ,コ ナラ ,ミ ズ
ナラ等

193-1 ′つ 組物 (底板) ヒノキ
つ
々 ′つ 組物 (側板 ) ヒノキ

194 28 加工材 ヒノキ

,0 加工材 ヒノキ

195-b

"
加工材 ヒノキ

196-a 2′σ 加工材 ヒノキ

196-b 2Fj 加工材 ヒノキ

196-c 2′r 加工材 ヒノキ

戸θ・ // 加工材 同定不可 木胎少なく切片採取不可能

198-a ′,9 加工材 二葉松類

198-b ′ひj 加工材 スギ
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自然科学的分析

木製品 利 用 樹 種 点数 質 (考察)材

服飾具

下駄

櫛

ニガキ

ヤナギ類

二葉松類

ばら科ナシ亜科

1

1

1

1

下駄はいずれも手近にある材を利用したと思われる。ニ

ガキは重さ,堅 さは中程度の材である。器具,下駄,薪
災等に利用される程度である。北海道から九州の山地に

分布する落葉広葉樹 (環孔材)の高木。

ヤナギ類は日本産で約40種ある。組織は均―で,はだ目
は緻密である。強度は低いが,その割には靭性がある。
乾燥,加工は容易である。器具,建築雑用材,箱等に利
用されている。日本中に分布している広葉樹 (散孔材 )

三葉松の代表的な樹種にアカマツ,ク ロマツがある。材
が強靭なため,建築材また杭や橋梁等の土木材によく利
用されている。本州から九州まで広く分布する針葉樹の

高木。

ナシ亜科に属する代表的な樹種にカマツカ,ザイフリボ
クがある。カマツカは重硬,強靭で割れにくく加工は困
難である。農具,工具の柄に古くから用いられているほ
か,和船の艤べそ櫛 (特に塗櫛用)な どの旋削による小
細工物等に用いられている。北海道から九州の山地に普

通にみられる落葉広葉樹 (散孔材)の小高木。
ザイフリボクはカマツカより比重が軽いが, カマツカ同

様に用いられる。岩手以南の本州から九州の山地に分布

する落葉広葉樹 (散孔材)の高木。

食事具

しゃもじ ヒノキ
９

ク ヒノキは乾燥,加工が容易で,耐久性が大きい優秀材で
ある。特に社寺や高級建築物の用材,ま た桶や曲物等の
日用品として広 く利用される。福島以南に分布する針葉

樹高木。

容器

組物

桶

手桶

曲物徹J板 )

曲物触J板 )

蓋

底板

ヒノキ

スギ

ヒノキ科

二葉松類

ヒノキ科

ヒノキ

ヒノキ科 (ヒ ノキ ?)

ヒノキ

ヒノキ

スギ

９
留
　

１

　

１

1

1

3

1

2

2

1

スギは,乾燥,加工が容易で,耐久性は中程度である。
建築用材から箸などの日用品まで多方向に用いられる。

本州北部から屋久島まで広く分布する日本特産の針葉樹

高木。

ヒノキ科に属する樹種にヒノキ,ア スナロ,サワラ,ネ ズ

コ等がある。本州から九州まで分布する針葉樹の高木。
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Ⅳ 樹種鑑定報告書

参考文献
1.島地 謙,伊東隆夫 (1998)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣
2.平井信二 (1979～ 1982)木の事典 (第 1巻～第17巻),かなえ書房

木製品 利 用 樹 種 点数 材     質 (考察)

底板 ヒノキ つ
υ

容器

〈ひき物〉

漆椀 ケヤキ

ブ ナ

4

14

漆椀に最もよく用いられるケヤキ,ブナがみられた。
なかでもケヤキは上品である。ケヤキは硬 く強靭であ

りながら曲げやすく,耐朽性が高い。木理は美しく,
切削や加工は重さの割には容易である。用途は広く,

装飾材,家具漆器等に利用されている。本州から九州
に分布する落葉広葉樹 (環孔材)の高木。

ブナはおおよそ緻密でやや重硬であるが,切削やその
他の加工は,容易である。漆器木地,足駄歯,杓子 ,
工具の柄等に利用されている。北海道西南部から九州

まで広く分布する落葉広葉樹 (散孔材)の高木。

建築材

建築材

柱

二葉松類

コナラ節

ニガキ

不ムノキ

９

守　

　

９
留
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

　^

　

一１

コナラ節に属する樹種はミズナラ,コ ナラ,カ シワな
どである。材は重硬で,そのため切削や加工は困難で
ある。器具や家具,建築用等広 く利用されている。北
海道南部から九州まで広 く分布する落葉広葉樹 (環孔

材)の大高木。

ネムノキはやや軽軟であまり強くない材である。乾燥

や加工は容易で,材面には光沢があるが,反 りが生じ
やすく耐朽性は低い。本州から沖縄まで分布する落葉

広葉樹 (環孔材)の小高木。

加工材

加工材 スギ

ヒノキ

ニ葉松類

ヽ
■
　
　
　
つ
υ
　
　
　
”
■

3δ



自然科学的分析

地崎遺跡木製品樹種

保存処理番号 挿図番号 種  類 材 質 備 考

2″ 漆皿 ブ ナ

200 22/ 下駄 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サワラ,ネズコ
201 ′ヌ∂ 下駄 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種 ヒノキ,アスナロ,サワラ,ネズヨ
202 ′じ/ 曲物 ヒノキ科 ヒノキ科に属する樹種  ヒノキ,アスナロ,サワラ,ネ ズコ
203 ′」∂ 丸太 ブナ

木製品 利 用 樹 種 点数 材 質 (考察)

服飾具

下駄 ヒノキ科
９

， ヒノキ科に属する樹種には,ヒ ノキ,アスナロ,サワ
ラ,ネズコ等がある。本州から九州まで分布する針葉
樹の高木

容器

曲物

〈ひき物〉

漆皿

ヒノキ科

ブナ

1

1 ブナはおおよそ緻密でやや重硬であるが,切削やその
他の加工は,容易である。漆器木地,足駄歯,杓子 ,
工具の柄等に利用されている。北海道西南部から九州

まで広 く分布する落葉広葉樹 (散孔材)の高木。

土木材

丸太 ブ ナ 1

参考文献
1.島地 謙,伊東隆夫 (1998)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣
2。 平井信二 (1979～1982)木の事典 (第 1巻～第17巻 ),かなえ書房
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付  漆膜分析について
鰯元興寺文化財研究所

分析概要 (漆膜面)

1.使用機器 。原理

・電子線マイクロアナライザー (EPMA)(lrl堀 場製作所製 EMAX2000)

EPMAは試料に電子線を照射し,その際に試料から放出される各元素に固有のX線を検出する

ことにより元素を同定する。

・金属顕微鏡 (lMlオ リンパス BH2-UMA)
。生物顕微鏡 (lMlオ リンパス BX50)

。ミクロトーム (い日本ミクロトーム研究所製 ST-201)

2.分析試料

h164 漆椀 (赤色漆膜)

No197 カロエ板 (金箔張り赤色漆膜)

分析結果

少量の漆膜を採取し,樹脂包埋後, ミクロトームを用いて漆膜断面の切片を作製した。スライドグ

ラス上に固定し永久プレパラートとした後,金属顕微鏡および生物顕微鏡で観察し写真撮影を行った。

No164 漆椀 (第 61図 )

サビ下地と思われる層の上に30μ mの赤色漆層,15μ mの褐色漆層,20μ mの赤色漆層,30μ

mの褐色漆層,30μ mの赤色漆層が観察される。 (写真 1・ 2,図 1)

EPMAよ り赤色漆層の顔料は水銀朱 (HgS)で ある。

No197 カロエ板

布の上に100～ 250μ mのサビ下地と思われる層,10～ 30μ mの赤色漆層が観察される。その上

に,剥離のために部分的ではあるが金箔層が観察される。 (写真 3・ 4,図 2)

EPMAよ り赤色漆層の顔料は水銀朱 (HgS)で ある。
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自然科学的分析

写真3

写真2

〉(150

〉(100

写真4

×100

図2図 1

褐色漆層

褐色漆層

サ ビ下地層

金館層

赤色漆層

サ ビ下地層

布
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141.底板
木口

144.底板
木口

スギ (挿図%の
30倍

板 目

報
避
権
囀
鰻
軽
輯
鵡
聾
撥
継
静
膝

145,蓋  ヒノキ (挿図ガ/1
木口       30倍

〆

9θ

板 目



自然科学的分析

147.漆椀 ブナ
木口

(挿図か )
30倍

148,漆椀 ケヤキ (挿図%)
木口       30倍 板 目

149.漆椀
木口

ブナ (挿図2つ
30倍

θF
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153.漆椀 ケヤキ (挿図γめ
木口       30倍 板 目

166.櫛 ばら科ナシ亜科 (挿図′b‐3)
木口       30倍     板目

167.し ゃもじ ヒノキ (挿図徳)
木口       30倍

柾 目

柾 目

100有孝

50令争 100布孝

ｒ
穏

鞠

92

板 目 50倍 柾 目 200布子



自然科学的分析

168.しゃもじ ヒノキ (挿図κ0
木口       30倍

169.下駄 ヤナギ類 (挿図α)
木口       30倍

170。 下駄 ニガキ (挿図Яめ
木口       30倍

板 目 50侑子

板 目 50倍

100令孝板 目 50倍 柾 目

9∂
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171.下駄 二葉松類 (挿図′j刀
木口       30倍

181-1.曲物 (底板 )
木口

181-2.曲物 (側板 )
木口

(挿図′ぢ)
板目

(挿図′ぢ)
板目

θを


